
















































































































































第三に、 『新文筆準備倶楽部』、 『みなかみ』、 『田園記』の順に本文が改訂されたと推定されること。
以下に、その順に本文の具体例を挙げる。



































































































































































































































































































































































とある、 「現代日本小説大系を薦める」 -の寄稿は、 「東京大草名草教授・文博　辰野隆」 「東京大学




禽同人「編集の辞」 (1頁)、 「収載確定作家並に作品一覧」 (2頁～4頁o　全体を十部に分けて内容を掲
載O　第九部迄で五十巻になるが、 「第十部　昭和二十年代　(敷放)」とあり、この第十部の構成が未
確定の模様)、 「現代日本小説大系　近刊」 (5頁O　第1回配本志賀直哉集)、 「現代日本小説大系を薦め


















修の辞」 (表2)、日本近代文撃研究禽同人「編集の辞」 (l頁)、 「収載作家並に作品一覧」 (2

















に際して-」 (表2)、日本近代文畢研究禽同人「編集の言葉(塘巻に際し)」 (表2)、 「現
代日本小説大系を薦める」 (3頁O元版の五人の推薦文に、本文末尾に「(昭二五・一・一
囲書新聞)」とある河盛好蔵推薦文を加えて、六篇で構成)、闇代日本小説大系-作家及



























































訳などがあり、 1935年に帰郷、 1943年「兵庫賄津名郡一宮の女子農学校」に勤務、 1946年に「三原高
校」に転じ、 1952年3月21日交通事故によって死去とのこと。
国立国会図書館の蔵書検索では、詩集に『海は美し伽藍よりも』 (私家版、 1931年)、 『海は美し伽
藍よりも』 (洲本公論叢書第23号) (洲本公論社、 1972年)、翻訳にアルフオンス・ド-デ『アルルの
女』 (仏語研究社、 1926年)、ブラスコ・イパニエス『黙示録の四騎士』前篇(世界名作文庫第428) (春



























なお、 『文拳春秋』第30巻第13号(9月号、 1952年8月20日印刷、 1952年9月1日発行)掲載「文峯春
秋創刊30年記念全囲文垂講演会」記事(245頁の対向頁、ノンブル外)中に、 10月上旬甲府開催の予
定が記されているが、詳しい日程・講師については記載がない、翌月の『文垂春秋』第30巻第14号(10










































































































































* 『レツェンゾ』 1935年4月号(1935年4月1日発行、 1935年3月25日印刷) 6頁に、 「あらくれ四月鍍」
の広告があり、そこに「「花粉」について/佐藤朔・小金井素子・井伏鱒二・室生犀星」とあるが、
十文字隆行「雑誌『あれくれ』目録・解題」 (『昭和文学研究』第11集、 1985年7月25日)が記すよう
に、 『あらくれ』第3巻第4号(4月号、 1935年4月1日)に掲載されている徳田-穂作「花粉」について
の評は小金井素子・永田逸郎のみで、井伏文は掲載されてない。
*棟華社出版部(東京市小石川匝林町四一)発行『文垂作り方講座』内容見本〔発行年月日記載なし。
22cmX15cm。中綴じ冊子体。本文16頁oノンブルは「9」迄。〕の「見よ!異色ある本講座の内容を!」
と題した内容紹介に〔ノンブルはないが、 10頁～11頁に相当〕、 「ナンセンス小説のねらひどころ……
井伏鱒二」とあり、また、楼華社出版部発行『懸賞界』第3巻第2号(1937年2月1日)掲載『文峯作り
方講座』広告にも執筆者として井伏鱒二の名前が掲げられているo　現在のところ、未確認o
*新延修三『朝日新聞の作家たち-新聞小説誕生の秘密-』 (波書房、 1973年10月20日)の「井
伏鱒二」の項に、 「(追記)四十八年四月から僕は古今の随筆ばかりで『いさり火』という月刊誌を出
している.その巻頭に「れんさい随筆」なる新手法を考え出し、第-回の六回分を永井竜男に頼んだ。
第二回目の六回分は渋沢秀雄、第三回のそれは尾崎一雄Qそして第四回日だから-カ年半先のれんさ
いには井伏鱒二の快諾をえているo嬉しい限りである。」 (119貢)とあるO新延の言う『いさり火』
は、新延修三主宰、押尾久義編、 「いさり火」社発行の『いさり火』を指すと思われる。その創刊号
(1973年4月)から始まった「れんさい随筆」の企画は、新延の書いているように、永井龍男以下そ
れぞれ6回ずっ掲載されているO　しかし、尾崎一雄の第6回が掲載された第18号(1974年9月号)で. 「れ
んさい随筆」の企画そのものが終わり、次の第19号(1974年10月号)以降に井伏文の掲載はない。
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